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けています。　
　今必要なことは、労働者・生活者の視点での経済の成
長であり、誰もが安心して働き続けられる環境を整える
事です。
　これまで、労働者福祉事業は、労働者・生活者の福祉
向上に大きな役割を果たしてきましたが、活動領域は年々
広がり、様々な事に柔軟に対応することも求められてい
ます。
　それぞれの持ち場、立場での取り組みに全力を挙げ、
すべての労働者・生活者の希望と安心を取り戻し、「働く
ことを軸とする安心社会」の実現をめざして、総がかり
で行動しなければなりません。皆さんとともに取り組み
を進めて行きます。　
　2018年が、皆様にとって素晴らしい年になることを祈
念し、新年のごあいさつといたします。

　　中国労働金庫鳥取県営業本部　
本部長　小椋　昌美　

　新年あけましておめでとうございます。
2018年の新年を、ご家族とともに健やかに迎
えられたこととお慶び申しあげます。

日ごろより労金運動へのご理解・ご協力をいただき厚く
お礼申しあげます。
　中国労働金庫は４月より第６期中期経営計画がスター
トします。
　マイナス金利政策の長期継続・業界間での激しい競争
と金融業界は厳しい状況下ではありますが、第６期中期
経営計画のもと、福祉金融機関として勤労者のみなさま
にとってますます必要とされる「ろうきん」であるよう
役職員一丸となり精進してまいります。引き続きのご愛
顧をいただきますようお願い申しあげます。
　本年がみなさまにとってより良い年でありますようご
祈念申しあげ、新年のご挨拶といたします。

　全労済鳥取推進本部
　本部長　五十嵐美知義　

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、ますますご清祥の
こととお慶び申し上げます。

　旧年中は、全労済運動へのご理解とご協力を賜り心か
ら感謝申し上げます。
　私たちが生活していくうえで、自然災害や、自分や家
族の病気・けが、交通事故などあらゆるリスクが存在し
ます。全労済はこうしたリスクを背負ったとき、総合扶
助の共済によって組合員の生活再建をお手伝いする使命
があると考えます。
　昨年の組織改革により、これまで以上に組合員の皆さ
んに寄り添い、共済事業を身近に感じてもらえるよう一
層の努力してまいります。
　そして全労済の原点である「みんなでたすけあい、豊
かで安心できる社会づくり」実現のため、役職員一丸と

　一般財団法人鳥取県労働者福祉協議会　
理事長　安長　　章　 

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様におかれましてはつつがなく新しい年
をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　旧年中は皆様のご理解とご協力のおかげをもちまして、
労福協の様々な活動を実施することができ、心より感謝
申し上げます。
　皆さんにご協力いただきました奨学金の改善を求める
運動は、給付型奨学金制度の創設が実現しました。しかし、
制度内容は不十分であり、さらなる拡充と現行制度の改
善、教育費負担の軽減など引続き運動を継続していかな
ければなりません。
　1980年代後半から新自由主義に基づくグローバル経済
の進展によって市場万能主義が横行し、企業間競争の激
化、労働分野の規制緩和による不安定雇用の増大、賃金
引き下げ競争が世界を席巻しました。その結果、競争に
勝った一部の富裕層に富と権力が集中し、格差・貧困を
拡大させてきました。
　非正規雇用者は4割に達しようとしています。雇用形態、
性別によって賃金は大きな格差が生じ、全雇用者の2割強
が200万円以下のワ－キングプアです。さらに、親・保
護者の経済格差は子どもの教育格差につながり、そのこ
とがまた経済格差となり貧困の連鎖を生んでいます。直
近の相対的貧困率や子どもの貧困率は低下しましたが、
母子世帯の貧困率は5割を超えています。貧困がもたらす
もう一つの問題は社会的孤立です。
　誰もが経済的困窮や社会的孤立に陥ることなく、豊か
に安心して暮らすことのできる地域を作るためには「助
け合い・支え合う」共助拡大の取り組みを地域の中に広
げることが必要です。
　労福協の理念である「連帯・共同でつくる安心・共生
の福祉社会の実現」に向けて、労働団体・自主福祉事業
団体・労福協の連携強化のもと、共助の大切さを再確認
して職場・地域に根ざした運動を展開していかなければ
なりません。今後とも皆様の一層のご理解、ご協力をお
願い申し上げます。
　皆様には今年一年健やかにお過ごしになれますようお
祈り申し上げまして、新年のご挨拶といたします。　
　

　日本労働組合総連合会鳥取県連合会　
会　長　本川　博孝　

　新年あけましておめでとうございます。
　ご家族お揃いで、健やかな新春をお迎えに
なられたこととお慶び申し上げます。

　旧年中は、連合鳥取の運動に対しまして、ご理解とご
協力を賜り感謝を申し上げます。
　今、日本社会は、少子高齢化や人口減少社会による労
働力不足という構造的な問題を抱え、長時間労働や過重
労働、そして非正規雇用の増大などにより労働環境が大
きく変化し、社会のあらゆる分野に格差をもたらし、将
来への雇用や生活に対する不安が蔓延し希望が失われ続
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なり邁進してまいります。引き続きのご支援・ご協力お
願い申し上げます。
　2018年が皆さまにとって、素晴らしい年になることを
お祈りし、新年のごあいさつと致します。

　鳥取県生活協同組合  　
理事長　浜江　隆二　

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　旧年中は、弊組の事業や活動にご理解とご
支援を賜り、心より御礼申し上げます。

　新たな年を迎え、弊組では第８次中期５カ年計画の３
年目を迎えることになります。「とっとりの豊かな自然の
恵みを大切に、家庭や地域であふれる笑顔と人々のつな
がりを創ります」をテーマに掲げている2020年ビジョン
の実現にむけ、本年もくらしを応援する事業とくらしの
安心につながる活動を一層強めていく所存です。引き続
き、地域の諸団体の皆様との連携を大切にすすめて参り
たいと思いますので、ご支援ご協力を宜しくお願い致し
ます。
　年頭にあたり、皆様のご健勝とご多幸を祈念申し上げ、
新年のご挨拶といたします。

　鳥取医療生活協同組合  　
組合長理事　守山　泰生　

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　2017年度は当組合の「第８次長期計画」の
最終年度です。地域では、超高齢化・人口減

少が進み、全世代で貧困と格差が広がり、生存権・健康
権がおびやかされています。当組合は「３つのつくろう
チャレンジ」（つながりマップ、居場所・支部）で「地域
の困った」の解決に取り組み、4400名参加の健康づくり
運動を進めてきました。「鳥取医療生協の地域包括ケア」
を実現めざし、若桜町と連携し在宅介護事業も進んでい
ます。
　今年は、世界では核兵器禁止条約批准を巡る運動が広
がり、国内では、いのちや暮らし、社会保障、原発再稼
働などと共に憲法改定の是非が鋭く問われます。地域社
会が大きく変貌する下で、私たちは協同組合の理念・仕
組みを活かし、「協同の力でいのち輝く鳥取をつくる」た
めに事業を推進する決意です。
　皆様にとりまして、よき年になるよう祈念し、新年の
ご挨拶といたします。

　鳥取県労働者福祉協議会東部支部　
支部長　大竹　成美　

　新年あけましておめでとうございます。昨
年は労福協東部支部の活動にご理解・ご協力・
ご支援をいただき誠に有難うございました。

　2018年を迎えるにあたって2017年を振り返ってみた
時、世の中で言われている「景気回復」の実感はありま
せん。賃上げもあまりなく、生活費も今までと変わりよ
うがなく、どこに「景気回復」といえるところがあるの
でしょうか。
　みなさんの可処分所得が少しでも増え、生活が少しで
も豊かになるような情報共有の場を提供する活動を続け
ていきたいと考えています。何卒、本年も昨年と同様に
労福協東部支部の活動にご理解・ご協力いただき、そし

てご参加いただきますようにお願いします。
　みなさま、そしてご家族のご健康、ご多幸を祈念して
年頭のあいさつとさせていただきます。

　鳥取県労働者福祉協議会中部支部　
支部長　平信　憲一　

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は格別なご高配を賜り有り難く厚く
お礼申しあげます。新年を迎え皆様とご家族

のご健勝と、今年一年が明るい話題にあふれた年になる
よう、心よりお祈り申し上げます。
　2017年を振り返ってみますと、自然災害の脅威を改
めて感じ、防災への意識が高まり、個人的には食料等の
備蓄を行うようになりました。経済では先行き不透明感
が強い年ではなかったでしょうか。政府が打ち出した成
長戦略によって、国内はデフレ経済から脱却を図りつつ
あるように見られているものの、我々労働者の購買意欲
が高まったとは感じられないのでは無いでしょうか。デ
フレ経済のもとで、格差社会の拡大に伴う低所得者層の
増大、雇用不安などの厳しさが一段と増しています。そ
んな日本経済において、個人の力では出来る事に限りが
あるかもしれません。だからこそ、われわれ組合員同士、
絆を持ち、より一層強い組織作りが出来るように取り組
んでまいりたいと思っております。
　皆様のご協力を改めてお願い申し上げ、簡単ではあり
ますが、新年のご挨拶とさせていただきます。

　鳥取県労働者福祉協議会西部支部　
支部長　景山　　礼　

　新年あけましておめでとうございます。旧
年中は、労福協西部支部の活動にご理解とご
協力をいただき、心よりお礼を申し上げます。

　格差社会における貧困の連鎖、社会の分断化・孤立化
が進んでいます。こういう時代こそ、労福協のスローガ
ンである「連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会」
を目指した運動が必要です。また、労働運動が創ってき
た労福協の事業団体である労働金庫や全労済の維持・発
展も重要です。
　本年度も昨年同様、各種活動に積極的なご参加をお願
い申し上げますとともに、皆様方ならびにご家族のご健
勝とご多幸を祈念しまして年頭のあいさつとさせていた
だきます。

　鳥取県中小企業労働相談所「みなくる」　
管理運営マネージャー　中西　紀夫　

　明けましておめでとうございます。昨年は
「みなくる」の労働相談や社内研修への講師派
遣をご利用いただくとともに、労働セミナー

へ多数ご参加いただき有難うございました。
　最近の相談では、人手不足で辞めたいけれど辞めさせ
てもらえない、出て来ないパートの穴埋めを店長がしな
ければならず、長時間労働で疲れ切っているとか、上司
や同僚のいじめ・嫌がらせ、暴言で眠れなくなったなど
のパワハラや、サービス残業が続いて残業代が払われな
いという相談も絶えません。
　「みなくる」では今年も相談者の声にしっかり耳を傾け、
それぞれの職場が働きやすくなるよう努めますので、ど
んなことでもお気軽にご利用ください。
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第13回  労福協まつり開催！

第14回  労福協まつり開催！

　11月3日（金・祝日）に、労働者の福祉向上とワー

クライフバランスの推進を目的に、第13回労福協ま

つりを開催しました。地域で様々な行事がある中で

したが、家族連れを中心に約300人の方にご来場い

ただきました。 恒例となった“ぼうさいカフェ”や

“はたらく車コーナー”、地元労働組合や福祉事業所

の商品・サービスが当たるお楽しみ抽選会の他、鳥

取消防局

によるオープニング演奏、ものづくり・昔あそび体験コーナー、

花の苗無料プレゼント、城北高校茶道部の生徒さんによる抹茶

サービスなど、「労福協ならでは、地元ならでは」の楽しい“ま

つり”となるよう、いろいろなコーナーを設けました。参加さ

れた皆さんは、思い思いのコーナーに行き、 体験や記念写真撮

影など、休日の午後を満喫されていました。

　労福協西部支部は、11月25日（土）に「第14回労福協まつり」を米子産業体育館「サブアリーナ」

で開催しました。当日は80人のボランティアにて、10ブースの運営を行い、300人の来場者のみなさん

に労福協活動の意義、車イス募金への協力をお願いしました。

　各ブースの中で、「車イス・アイマスク体験コーナー」では、大人から子どもまでたくさんの人に体験

をしてもらい、健常者として何をすべきか考えてもらいました。また、「車イス募金バザー」では会員の

みなさんから募った500点あまりのバザー用品を販売し、車イス募金に協力していただきました。こど

も広場、働く車コーナーもたくさんの子どもたちに楽しんでもらい、特に「風船おじさん」登場時はお

おいに盛り上がりました。

　今回は、特別企画として王子製

紙新労働組合米子支部のみなさん

に「豚汁」200食を作ってもらい、

大人気を得ました。

　引き続き、「連帯・協同でつくる

安心・共生の福祉社会」をめざし

て活動を取り組むこととします。

東部支部

西部支部
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第63回定期総会開催中　央
労福協

　中央労福協第63回定期総会が2017年11月22

日（水）東京のホテルラングウッドで181名（委

任状39）の参加のもとで開催されました。主催

者を代表して神津会長よりこの２年間の運動総

括と向こう２年間の活動方針についての議論を

行なってほしい旨の挨拶があった。この中で「協

同事業の社会的価値と役割の発揮」について、

協同組合みずからの社会的価値と力量を高めて

いくことが益々必要となっている。また労働組

合と協同組合との関係も、こうした協同組合の役割や意義への理解を深めて、ともに運動を進めていく共

同運動体として強固なものにしていかなければならない。また「社会的連帯を深める運動と政策の実現」

での奨学金制度の改善を求める運動は国民の共感を呼び、給付型奨学金制度の創設が実現したことは大き

な成果であったが、更なる制度の拡充に向けて進めていく必要もあると述べられた。その後、５名の来賓

より連帯の挨拶を受け、議事の審議に入りました。

　すべての議案が承認され、労働者福祉運動の強化・拡大が確認されて終了しました。

～連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！～

日　時　　2018年２月４日（日）　受付10時　開会10時20分　対局開始10時40分予定

場　所　　「まなびタウンとうはく」東伯郡琴浦町徳万266-5（浦安駅東隣）

参加費　　無料　

参加資格　県内勤労者の団体（労働組合・企業単位及び事業団体等）で

　　　　　原則としてアマチュアであること。OBの参加も可能。

日　時　　2018年２月17日（土）　受付９時30分より　　開会９時50分より　　

場　所　　中部教育会館２階大会議室　　倉吉市福庭町1-167

内　容　　講　演Ⅰ「地域防災での男女参画と被災で見えた課題の克服」 
　　　　　　　　 講 師　とっとり震災支援連絡協議会　事務局長　佐藤 淳子 さん

　　　　　講　演Ⅱ「生活底上げに向けての家計見直し提案」
　　　　　　　　 講 師　ファイナンシャルプランナー  福島 敬さん (労金)

　　　　　　　　 講 師　ファイナンシャルプランナー  本内 隆彦さん（全労済）

❖❖ 今後の予定 ❖❖

昨年度第27回大会の様子

講師　佐藤 淳子さん

みなさまのご参加をお待ちしています

第28回囲碁・将棋大会の開催

2017年度第１回鳥取県労福協全県研修会の開催
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鳥取県労福協HPへ
（スマホ対応）

第64回鳥取県勤労者美術展
会期　2017年12月17日（日）～24日（日）／倉吉博物館

鳥取県知事賞

鳥取県労働者福祉協議会理事長賞
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第64回 鳥取県勤労者美術展　表彰者一覧
鳥取県経営者協会会長賞

写　真 砂
すな

の彫
ちょうこく

刻 野口　浩史 様 鳥取市

写　真 R
レインドロップス

aindrops 田中　敏一 様 鳥取市

洋　画 人
じんぶつ

物－長
なが

椅
い

子
す

のモデル 黒谷　晴万 様 境港市

日本画 溪
けいこく

谷の 彩
いろどり

林原　紀元 様 琴浦町

鳥取県商工会議所連合会賞

写　真 出
で

会
あ

い 山本　孝之 様 境港市

写　真 五
ご

月
がつ

の海
うみ

澤下　由里 様 南部町

写　真 海
うみ

辺
べ

の情
じょうけい

景 大田　和夫 様 米子市

洋　画 教
きょうしつ

室の静
せいぶつ

物 真栄　友香 様 鳥取市

鳥取県商工会連合会会長賞

写　真 彼
ひがん ば な

岸花咲
さ

く 中村　　武 様 倉吉市

写　真 ある日
ひ

の午
ご ご

後 根鈴　裕之 様 北栄町

写　真 初
しょしゅう

秋の頃
ころ

加川清三郎 様 伯耆町

洋　画 希
き ぼ う

望（のぞみ） 渡辺　厚子 様 米子市

鳥取県中小企業団体中央会賞

写　真 水
みなそこ

底の姿
すがた

鈴木　英之 様 鳥取市

写　真 想
おも

い出
で

の空
くうかん

間 山本　靜惠 様 南部町

洋　画 海
うみ

（夏
なつとまり

泊） 楠本　清文 様 倉吉市

書　道 白
は く き ょ い し

居易詩 山本　照涛 様 米子市

中国労働金庫鳥取県営業本部本部長賞

写　真 神
かみがみ

々の恋
こい

鈴木　新吉 様 鳥取市

写　真 夏
なつ

の暮
く

れ 武本　宏文 様 米子市

洋　画 蒜
ひるぜん

山の秋
あき

奥田　直樹 様 米子市

書　道 中
なかざけ

酒 西垣　幸染 様 鳥取市

全労済鳥取推進本部本部長賞

写　真 夏
なつまつ

祭り 上原　俊一 様 鳥取市

写　真 暑
あつ

い夏
なつ

岩崎　瑞枝 様 米子市

洋　画 窓
ま ど べ

辺のアトリエ 足立多津子 様 境港市

日本画 錦
にしき

の秋
あき

岩垣　治世 様 北栄町

連合鳥取会長賞

写　真 限
げんかいしゅうらく

界集落の足
あしおと

音 山根　和夫 様 北栄町

洋　画 銀
いちょう

杏の箱
はこ

松下　昇司 様 米子市

日本画 大
だいせん

山の雪
ゆきげしょう

化粧 山口　節子 様 伯耆町

書　道 竹
ちくせいしょうえい

聲松影 那和　宣子 様 鳥取市
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